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人生とゆうゆうスタークラブ活動の転機    
                           勝野 とわ子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年から 5年間勤めた岩手保健医療大学を３月

に退職した。盛岡市にある大学で３年間勤務する

予定であったが、大学院開設に関わり２年間延長

しました。盛岡市は、ニューヨークタイムズ誌が

2023年に訪れるべき世界の都市としてロンドンに

次ぎ 2 番目に紹介したので注目された方も多いの

では？ 

城下町の良さが残り、岩手山や八幡平の山々や

多様な泉質の温泉などの自然、また畜産物や海産

物の豊かさと日本酒の美味しさは魅力的です。 

岩手の想い出は様々あるが、新鮮な驚きを感じ

たのが学生の純粋さでした。8:50 分から始まる大

学の講義に遅刻する学生は皆無に近く、教員の話

に耳を傾け真剣に学ぼうとする姿勢がみられた。 

更に実習では、講義中には静かに座っていた学

生も積極的な態度で進んでケア対象者やご家族と

関わり、いきいきと学んでいた姿は教員として大

変励みとなった。これらの資質は、家庭での教

育、小学校から高校までの教育の質が関わってい

ると思うが、大学の教育理念「ケアスピリット」

をもつ人材の育成も少なからず影響しているので

はないかと考えている。 

この概念は「進んでケアに向かう姿勢」として

前学長で臨床哲学者の清水哲郎先生が提唱されて

いる考えで、ケア対象者の最善を考え、自ら進ん

で患者さんやご家族のために行動できる人材が育

成されていくことは今の日本では非常に重要なこ

とではないだろうか？  

２００６年から、リーダーを勤めてきているゆ

うゆうスタークラブの活動も１７年目を迎え転機

を迎えている。２０２１年に長年協働してきた

「アラジン」との協働体制が終わりを迎え、活動

場所の確保に苦慮していたところ、杉並区の

NPO 法人「杉並介護者応援団」が支援の手を差

し伸べてくださった。２０２２年４月から杉並区 

の「ゆうゆう高円寺東館」で毎月第一日曜日の午

後に活動できるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「捨てる神あれば拾う神あり」 

の心境であったがこの活動が可 

となった背景としては、彩星の 

会の副代表でゆうゆうスターク 

ラブの会員でもある羽鳥氏、ま 

た、事務局の遠藤氏と「介護者 

応援団」代表の北原氏との個人 

的な信頼関係があった事があげられる。 

今更ながら日々の出会いのご縁を大切に生きる

ことの重要さを感じた。 

活動場所の移転に伴い、長年、ゆうゆう活動用

にそろえていた備品・消耗品の多くを処分するこ

とを余儀なくされた。個人的には１つの終わりを

迎え新たな活動を創出することの必要性を感じて

いる。 

現在、ゆうゆうスタークラブ活動の活性化と持

続性への取り組みとして、新会員の募集、介護者

応援団との協働における役割の明確化と共有化、

活動を担うスタッフの役割の明確化とリーダー役

割の分担化、さらに、活動資金確保の取組等多く

を話し合っている。今後は応援団との協働関係を

発展させ地域に根付いた活動となっていくよう働

きかけていくことが課題である。 

ゆうゆうスタークラブの目的の１つに若年認知

症に関する研究活動がある。数年来、ゆうゆうの

中心的スタッフの一人である亀田医療大学の青山

美紀子先生を中心として、若年認知症家族介護者

の健康支援に関する研究に取り組んでいる。 

昨年、全国に質問紙調査を行ったがご協力戴い

た皆様に心から御礼を申し上げたい。家族介護者

が最も大変であると感じている時期の第１位は、

中期の BPSD 発症時期で続いては診断後から１

年以内の時期、３番目は全期間であった。 

これら研究の成果は、今年度中に発表予定で現

在精力的に分析中である。今後共ゆうゆうスター

クラブの活動にご支援をいただければこの上ない

喜びである。 

サポセンだより 
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普段、私は千葉県松戸

市で居宅介護支援事業所

の管理者（主任介護支援

専門員）として日々業務

についております。事業

所内で担当しているご利

用者様のほぼ９割が６５

歳以上となり、６４歳ま

での方は１割程度となっ

ております。その中でも若年認知症の方は２名程

しか担当していない現状となります。 

普段から高齢者向けの研修が多く若年認知症向

けの専門研修や情報等がとても少ない中、若年認

知症に関しての情報収集、知識の向上や制度の理

解等学びたいと思い平成２６年第４期若年認知症

専門員認定研修を受講しました。認定研修は普段

の研修とは違い、全国から認定研修を受けるため

に集まってきており、普段は聞くことができない

地域の情報や取り組み等も参加者同士での情報交

換も行うことができ、とても有意義な研修となっ

た事を今でも鮮明に記憶しております。 

 現在、私は５５歳の男性若年認知症の方を担当

しております。１年程前より物忘れが見られデイ

サービス利用開始となりました。市内には多数の

通所サービスがありますが、ほとんどの利用者様

が平均８０歳代の高齢者となり若年認知症の方と

は年齢の差も大きく、レクリエーションや体操等

通常の活動では落ち着かなくなってしまう事が一

番の課題となりました。 

その中でも現在ある認知症対応型のデイサービス 

 

 

で「働き隊」という活動をしている事業所があり、

役割を持ちながら活動が出来ることに対してご本

人様自身がとても気に入り現在週３回利用開始す

ることができました。 

 今回多数ある通所サービス事業所の中で役割を

見つけることができ、良い方向でのサービス利用

につながりましたが、現状は残念ながら若年認知

症に限らず若い世代の介護保険利用者様を対象と

したサービスはとても少なく、日々業務をこなし

ている中での苦悩と葛藤があります。 

また、担当している方も同様ですが、働き盛り

の中、仕事を退職せざるを得ない状況となり収入

もなくなり経済的な問題もあります。 

若年認知症の方が利用できる制度の理解や情報

が少なく、ご家族としても将来的な不安がとても

大きくなっています。そのような現状の中、たま

たま若年認知症サポートセンターが開催する研修

で各種制度（社会資源や社会保障）についても講

義を受ける機会があり、「自立支援医療」「障害年

金」「精神保健福祉手帳」等の活用も現在開始し経

済面に関しても一歩ずつではありますが支援を開

始しております。 

サポート情報が少ない中でのフォロー研修はと

ても参考になるとともに、業務を遂行するための

励みにもなっております。 

 これからも今よりも更に若年認知症の方が安心

して暮らしやすい笑顔が作れる地域作り等、サポ

ートできる仕組みの構築や周知活動を行うなどの

より良い支援をしていきたいと思います。 

（所属：有限会社アルファメディカル ケアプランセンター松友） 

 

 

 

 

 

 

認知症専門医である齋藤正彦先生がアルツハイマー病の母が遺した日記を手がかり

に昨年書いた著書「アルツハイマー病になった母が見た世界」を元に講演していただ

きました。また「コロナと認知症」と題し、理事長の宮永よりワクチンの効果や後遺

症、感染による社会問題、コロナが人間の心身や社会に与える影響について情報提供

を行った。 

 参加者からは「認知症のことを分かったつもりになっていた」「認知症本人が抱え   

る不安に気づくことができるのか怖くなった」「心理社会的孤立にならないよう工夫

したい」「医師からワクチンや後遺症の話が聞けて勉強になった」など、今仕事として

携わっている支援を見直す機会となったという感想が多くあった。 

・2022年度「認知症ケア学会」単位認定研修の一環でもある。 

「若年認知症専門員」の活動報告 

中本美季さん 
（第 4期生） 

齋藤正彦

先生 

2022年度 基礎研修開催報告 

「アルツハイマー病になった母が見た世界」  

2022年度 基礎研修開催報告 
「アルツハイマー病になった母が見た世界」 
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第 17 回通常総会は 2023 年 6 月 17 日のオンラ

インで開催された。画面上で拝顔できるのも嬉し

いことですが、対面開催であれば新旧の会員同士

の交流が大いに盛り上がったに違いないと勿体な

い感じがしました。議事進行がスムーズで議長と

しては安堵しつつも、普段から一家言ある会員各

位から饒舌なご意見提示の機会がなく静かな総会 

 

 

 

今年６月、私たちが望んでいた認知症基本法が

成立しました。この法律により、認知症に関する

国の制度・政策に関する理念、基本方針が示され

たことで、今後はその理念に則り、偏見のない、真

にバリアフリーの社会に日本全体が変化してゆく

ことを望んでいます。 

法律の施行にあたり、解決すべきたくさんの課

題があります。小さな分野の協力で解決可能なも

の（交流する活動に対する支援＝公共施設の無料

ないし低料金での利用）から、多くの分野の協力

を得ないと解決できないもの（保健・医療・福祉で

の差別、社会参加の制限など）まで様々ですが、そ

れぞれ丁寧に協同し解決すべきでしょう。また、

必要ならばそのための新しい法律を作るべきでし

ょう。認知症基本法は土台となる法律であり、そ

の上に改めて必要なルールが生まれるかもしれま

せん。 認知症は、以前は痴呆、それ以前は耄碌や

惚け・暈けとよばれ、差別や恐れの対象でした。現

在でもその偏見が払拭されたわけではありません

が、これは、結核の歴史と同じで、治療薬が見つか

ると偏見は解消すると思います。目指すべき到達

点は、認知症が治療可能な、また予防可能な疾患

となることです。基礎と臨床研究がさらに活性化

することを期待しています。                   

 

とを 

期待しています。 

 

になったという印象でした。宮永理事長からは、

認知症基本法の成立でようやく「土台」ができた

ということであり、これから真に若年認知症の

方々が自分らしく生きていけることへ必要なこと

を進めていきましょうと提案があり、サポートセ

ンターとして一層の企画と会員間の連携を図って

いきたいと感じたところです。（議長：比留間ちづ子） 

４ 

 

 

さて、本法は、「認知症の人や家族などの意向が

反映」することがポイントです。 

認知症が治療可能な、または予防可能な疾患とな

ることです。基礎と臨床研究がさらに活性化 

されることを期待いたします。 

しかし、すべての人に問うことは不可能ですし、

若年認知症に限れば、マイノリティの意見になっ

てしまいます。しかし、マジョリティであるはず

の認知症高齢者であっても、家族構成、学歴や職

歴は異なり、思いや願いは千差万別です。それゆ

え、この法律が真に国民の中に根付き、その理念

に則り行動化するには、多くの分野内または分野

間の継続的な対話（コンコーダンス）と同意が必

要だろうと思います。認知症の新・新年として、希

望ある未来に向かって一歩を踏み出したいと思い

ます。 

以下は、追加の文章です。この法律に組み込み

を希望する「等」の項目の一部です。 

１．第 14 条の「認知症に関する教育の推進等」の

中に、司法関係者の教育・研修を追加してほしい。 

２．第 15 条の「認知症の人の生活におけるバリア

フリー化の推進等」の中に、認知症の人がいる家

庭や独居者への IoMT の整備を追加してほしい。 

３．第 15 条の 2 の「権利利益の擁護」の中に、家

族信託を追加してほしい。

総会の報告 
第 17回定例総会報告 

認知症の基本法について  宮永 和夫  
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★2023 年度 事例研修会 
「事例でまなぶ若年認知症」 

日 程：202３年９月１６日（土） 「認知症と高次脳機能障害」 

       202４年１月２０日（土） 「認知症とスピリチュアリティ」 

時 間：全日 １４：００～１５：３０    

参加費：一般 一回 3,000 円 
       会員・若年認知症専門員 １回参加 2,０00 円                       

 

★2023 年度 第１３期若年認知症専門員認定研修 
若年認知症に特化したケア・支援の実践的研修です！ 

日 程：2023 年１０月２１・２２日 オンライン 

日 程：2023 年１１月２５・２６日 友愛会館（全４日間） 

※４日間すべての日程に参加できる方のみ 

参加費：８万円（税込・教材費込み） 

前半の講義は修了生の参加も可能です。参加費：一日参加 5,000 円 

 

 

  映画 「オレンジ・ランプ」の紹介 
  39歳で若年認知症アルツハイマー型認知症と診断された丹野智文さ 

 んをモデルにしています。丹野さんは認知症と診断されてから 10年 

 が経ちますが、今も普段通りの生活を続けておられます。 

 本人や家族が、職場や地域が、認知症をどう受け止め希望に変えて 

 いったのかその軌跡を描いています。 

全国で公開されております。是非ご覧ください！ 

 
【丹野智文さん談】（ご紹介するにあたり丹野さんにお言葉をいただきました） 

オレンジ・ランプは私が診断から今笑顔で過ごすようになるまでの実話です。 

一歩踏み出すのはとても高い壁でしたが一歩踏み出したことにより多くの人たちとの出会いが 

ありました。認知症と診断されても工夫してあきらめない生活を送ることを知ってほしいです。 

 

【編集後記】  

2020年の 1月に突如始まったコロナ感症拡大から、すでに 3 年が経過しました。その間、総会は書面での

開催となり、研修もオンライン開催に余儀なくされました。最初は「zoom」の言葉も使い方もわからないま

まで苦労しましたが、今は当たり前のように会議もオンラインに変更になりました。画面上でしか皆さまと

お会いできないことは寂しくもあります。やっと普通の生活を送れるようにはなりましたが、コロナ禍の置

き土産として、研修を対面開催かオンライン開催かと悩ましい日々が続きそうです。 

 

特定非営利活動法人若年認知症サポートセンター 事務局 
〒160-0022東京都新宿区新宿 1-9-4 中公ビル御苑グリーンハイツ 605 号 

TEL:０３－５９１９－４１８６  FAX: ０３－６３８０－５１００ 

メール: info@jn-support.com ホームページ URL : http://jn-support.com/ 
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今後の研修案内  ※各研修の詳細はＨPでご確認ください！ 

tel:０３－５９１９－４１８６
mailto:info@jn-support.com
http://jn-support.com/

